
仕事と育児を応援する制度仕事と家庭の
両立のために

産前・産後の健康管理
　妊産婦（妊娠中と出産後1年以内の女性）は、事業主に
申し出ることにより、妊娠や出産に関する保健指導や
健康診査のために必要な時間を確保できます。
　また、医師等からの指導事項を守ることができるよ
う、通勤緩和、休憩等の措置を受けることができます。
医師などの指導事項を的確に伝達するため「母性健康
管理指導事項連絡カード（母子健康手帳に掲載　厚生
労働省ホームページからもダウンロード可能）」をご利
用ください。

育児休業
　1歳未満の子ども(法律上の親子関係に準ずる子ども
を含む)を養育する男女労働者　　は、希望する期間、
分割して2回まで育児休業をすることができます。1歳
以降でも、保育所に入所できないなど、一定の理由が
あれば最長２歳まで休業することができます。
　休業の申し出は、原則として休業開始の１か月前ま
でに開始と終了の予定日を明らかにし、事業主に書面
で申し出る必要があります。
　産後休業をしていない労働者（主に男性）は、子の
出生後8週間以内に最大4週間、分割して2回まで、1歳
までの育児休業とは別に出生時育児休業をすることが
できます。

（※1）

育児休業中の経済支援
　在職中に育児休業を取得し、休業取得後職場復帰を
めざす方に対して、休業を開始する前の平均賃金月額
の50％（支給日数が180日に達するまでは67％）を支
給し、妊娠・出産・育児で退職することなく職業生活
の継続を支援するものです。（※1）

1歳未満の子どもを養育する女性労働者
　休憩時間の他に1日に2回、それぞれ少なくとも30分
間の育児時間をとることができます。制度の内容、有給
か無給かは事業所により異なります。

3歳未満の子どもを養育する男女労働者(※１)

雇用保険の受給期間の延長

・1日の所定労働時間を原則6時間とする短時間勤務制
度を利用することができます。
・子どもを養育するために、所定外労働をしないこと
を事業主に請求できます。（※2）

仕事の内容・勤務時間の変更
　妊娠中の女性は、安心して出産するために、仕事の内
容や勤務時間の変更等を事業主に請求できます。
　また、事業主は、重量物を取り扱う業務などの危険有
害業務に、妊産婦を就かせることはできません。

産前・産後の休業と出産手当金
　産前６週間（多胎妊娠の場合は14週間）は本人が休
業を請求した場合、また産後8週間は事業主はその者を
就業させることができません。ただし、産後6週間を経
た女性が請求した場合には、医師が支障がないと認め
た業務に就業させることは差し支えありません。
　出産手当金は、健康保険の被保険者が出産したとき、
出産の日（出産が予定日より遅れた場合は出産予定日）
以前42日（多胎妊娠の場合は98日）から、出産の日の
翌日以降56日以内において労務に就かなかった期間
に対して支給されます。

令和４年４月から改正育児・介護休業法が
施行されています。詳細はこちら→

（※1）一定の要件あり
（※2）事業主は、事業の正常な運営を妨げる場合を除
き､当該労働者に、所定外労働､深夜業､１か月24時間､
１年150 時間を超える時間外労働をさせることはでき
ません。

小学校就学前の子どもを養育する男女労働者（※1）
・子どもを養育するために、深夜業（午後10時から午
前５時）をしないことや1か月24時間、１年150 時間
を超える時間外労働をしないことを事業主に請求でき
ます。（※2）
・子どもが1人の場合１年に５日、子どもが2人以上の
場合1年に10日まで、病気やケガの際の世話や子どもに
予防接種や健康診断を受けさせるために1日または時間
単位で休暇を取得できます。

　雇用保険は、再就職をめざす方を応援する制度です
ので､これから出産･育児等に専念していく方には支給
されません。
　なお､いったん離職し､しばらくは出産・育児等に専
念するが､その後働くことができ､積極的に求職活動が
行える状態になったときに、雇用保険を受給する制度
があり､最長で３年間延長することができます。

問合せ

▲

大阪労働局雇用環境・均等部（指導課）
TEL 06-6941-8940
受付時間　8：30～17：15（土・日・祝日・年末年始を除く）

働きながら妊娠・出産・育児をされる方へ
職場でつらい思い、していませんか？
働きながら妊娠・出産・育児をされる方へ
職場でつらい思い、していませんか？
働きながら妊娠・出産・育児をされる方へ
職場でつらい思い、していませんか？
　妊娠・出産・産休・育休などを理由とする、解雇、不利益
な異動、減給、降格などの不利益な取扱いは、法律で禁止さ
れています。また、上司・同僚からの妊娠・出産・産休・育
休などに関するハラスメントを防止する措置が事業主に義

）。可も談相ので名匿。料無談相（。すまいてれらけづ務

問合せ

▲

雇用推進課
TEL 228-7404　FAX 228-8816
受付時間　10：30～17：00（月～金）

　専門の相談員が働く人達から雇用・労働に関する相談を
受け、関係する法律や制度の解説・アドバイス等の支援を
行います。

労働相談に関するお問合せ

出産時の届出・申請

出生届を出しましょう
　赤ちゃんが生まれたとき
は、生後14日以内に各区役
所の市民課に出生届を出
してください。
届出には、出生証明書･母子
健康手帳（親子健康手帳）を
持参してください。

児童手当について
　児童手当は、0歳から中学校修了（15歳に達し
た日以後最初の3月31日）までの児童を養育して
いる人に支給されます。ただし所得制限を超える
場合支給額は変わります。
　請求手続が遅れますと、支給開始月も遅れま
すので、出生届と併せて、すぐに手続きをして
ください。公務員の方は勤務先にお問い合わせ
ください。
問合せ 

▲

 各区子育て支援課
養育医療の給付

問合せ 

▲

 各区子育て支援課

乳児家庭全戸訪問について
はじめの
一歩

相談
できます

出産された皆さんに

子ども医療費助成制度について

 問合せ

▲

 各区保険年金課

　堺市内に住民登録のある18歳（18歳に達した日
以後の最初の3月31日）までの子どもが、医療機関
等を受診したときの医療費（保険診療分）の一部を
助成しています。（所得制限なし。一部自己負担額
あり。入院時の食事代を含む。）
　申請により、子ども医療医療証を発行します。
　また、令和3年4月以降、堺市に在住する保護者が
監護する子が、学校等への進学等のために転出す
る場合も対象となります。（転出先の自治体で医療
費助成を受ける場合を除きます。）

まいど子 検索

問合せ ▶
 まいど子でもカード・縁ジョイパス事務局

TEL 072-813-0812
受付時間　10：00～17：00

（土・日・祝日・年末年始を除く）

　大阪府では、社会全体で子育て世帯を応援する
ため、18歳未満の子どもや妊娠中の方がいる世
帯を対象に、企業等の協賛により、登録するとダウ
ンロードできる（往復ハガキで申し込んだ場合は返
信されてくる）シンボルマークを店舗に提示するこ
とで、割引・特典などのサービスが受けられる「まい
ど子でもカード」事業を実施しています。

子育てで、おトクなこともある
「まいど子でもカード」
子育てで、おトクなこともある
「まいど子でもカード」

問合せ 

▲

 各区保健センター

　おおさかリトルベビーハンドブックは出生体重がおお
むね1,500グラム未満の赤ちゃんと保護者のためのサポー
トブックです。小さく生まれた赤ちゃんの成長や発達を
記録・確認できます。母子健康手帳と一緒にご活用くだ
さい。府内医療機関で配付します。おおむね3歳までの
子どもの保護者で配付を希望される方には、お住まいの
区の保健センターで配付します。

　体重が2,000グラム以下などで、入院し養育が必要な赤
ちゃんが指定医療機関に入院したときは、その養育にかか
る医療費（保険診療分）を公費で負担する制度です。

低体重児の場合の届出と支援
低体重児出生の届出義務

問合せ 

▲

 各区保健センター

　体重が2,500グラム未満の赤ちゃんが出生したときは、
母子健康手帳別冊に添付の「出生連絡票兼訪問依頼票」
（電子申請可）に必要事項を記入して、管轄の保健センター
へ郵送してください。保健師等がご家庭を訪問して相談や
保健指導を行います。

　赤ちゃんが生まれたらおおむね生後 4か月頃までに、ご
家庭を訪問します。①②のどちらかの訪問です。
①こんにちは赤ちゃん訪問
身近な地域の保育施設の保育士等が子育てに関する情報
提供や相談を行います。
　※申込不要、訪問日時はハガキでご案内します。
問合せ ▶ 各区子育て支援課
②新生児訪問指導
助産師等が訪問指導（母子の健康相談、体重測定）、
子育てに関する情報提供等を行います。
※申込要。電子申請または、母子健康手帳別冊に添付の
「出生連絡票兼訪問依頼票」でお申し込みください。
問合せ ▶ 各区保健センター

小さく生まれた赤ちゃんのための
サポートブックをお渡しします

かかりつけ医をもちましょう

問合せ 

▲

 健康医療政策課

　かかりつけ医を持ち、普段から
子どもの健康管理や急病時の対応
など相談しておきましょう。
　病気やケガをした時の対応等につ
いて記載しています。
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乳児一般健康診査（後期）
　生後9～11か月児を対象に、乳児一般健康診査（後期）
を大阪府内の医療機関で実施しています。
　受診される際は､４か月児健康診査時にお渡しする
「乳児後期健康診査受診票」に必要事項を記入し､協力
医療機関の窓口に提出してください。
　健診結果＊に応じて、保健センターから保護者の方
に連絡させていただくことがあります。
問合せ 

▲

 各区保健センター

＊

乳児一般健康診査（前期）
　生後１～３か月児を対象に、乳児一般健康診査（前
期）を大阪府内の医療機関で実施しています。
この健康診査に要する費用は堺市が負担します。
　受診される際は､母子健康手帳別冊に添付していま
す「乳児一般健康診査受診票」に必要事項を記入し､協
力医療機関の窓口に健診前に提出してください。
　健診結果＊に応じて、保健センターから保護者の方
に連絡させていただくことがあります。
問合せ 

▲

 各区保健センター

健康診査と各種教室
子どもの健やかな成長のため
乳幼児健診を受けましょう

新生児聴覚検査
新生児を対象に、聴覚検査を大阪府内の医療機関等
で実施しています。
この検査に要する費用の一部を堺市が負担します。
受検される際は、母子健康手帳別冊に添付しています
「新生児聴覚検査受検票」に必要事項を記入し、協力医
療機関等の窓口に検査前に提出してください。検査結
果　に応じて、保健センターから保護者の方に連絡させ
ていただくことがあります。

 問合せ 

▲

各区保健センター 

大阪府以外で乳児一般健康診査・新生児聴覚
検査を受診（検）した方などへの費用助成
大阪府以外（日本国内に限る）で乳児一般健康診査・新

生児聴覚検査を受診（検）した方や受診（検）票紛失等の
理由により本市発行の受診（検）票を使用せずに大阪府内
の医療機関を受診（検）した方などを対象に、公費負担額
を限度として乳児一般健康診査・新生児聴覚検査に要した
費用の一部を助成します。

4か月児健康診査

問合せ 
▲

 各区保健センター

　おおむね生後4か月児を対象に、健康状態や発達を
確認し、育児等の相談にも応じています。
　各保健センターからご自宅に健康診査のお知らせが
郵送されます。指定日時にご都合がつかない場合は日程
の変更ができますので、健康診査を必ず受けましょう。

１歳６か月児健康診査

問合せ 

▲

 各区保健センター

　１歳６か月頃は､心身の発育・発達状態が子どもの
言動に表れてくる頃で､心身の発育・発達状況を把握し、
必要な場合は､早期に対応していくことが大切です。
　｢ことば｣や｢こころ｣の発達が心配なときは、心理職
による相談も行っています（別日開催）。
　また１歳６か月児健康診査時に、むし歯予測検査を
行います。これは、口の中にいるむし歯菌が、むし歯を
たくさんつくるか、そうでないかを調べる検査です。各
保健センターからご自宅に健診のお知らせが郵送され
ます。指定日時にご都合がつかない場合は日程の変更
ができますので、健康診査を必ず受けましょう。

離乳食講習会
　保健センターでは、これから離乳食を始める方を
対象に、離乳食の進め方などについて学びます。離乳
食の調理実演などもあわせて実施しています。

予約制 ・ 無料

問合せ 

▲

 各区保健センター

　9か月児前後の赤ちゃんの保護者を対象に、離乳食
の進め方などについて学びます。

カミカミ・パクパク離乳食 予約制 ・ 無料

問合せ 

▲

 各区保健センター

子どもの歯相談室 予約制 ・ 無料

　各保健センターで歯科検診・相談や歯みがき指導
などを実施しています。また希望者にはフッ素塗布
を実施しています。お一人一回限り、1歳6か月以上4
歳未満の方が対象です。

　健康診査の受診日程・場所を変更したい時や、受
診案内が届かない時、里帰り出産等で他市で受診さ
れる方は､管轄の保健センターへご連絡ください。

こんなときは保健センターへご連絡を

３歳児健康診査（３歳６か月児）

問合せ 

▲

 各区保健センター

　3歳児健康診査では､心身や社会性の発育・発達につ
いて、視力・聴力の確認や尿検査等を実施します。
　各保健センターからご自宅に健診のお知らせが郵送
されます。指定日時にご都合がつかない場合は日程の
変更ができますので、健康診査を必ず受けましょう。

＊健診(検査)結果の情報は、個人情報の保護に関する
法律に基づき、受診者の健康の維持向上のため、適
正に取扱います。

問合せ 

▲

 各区保健センター

問合せ 

▲

 各区保健センター

　感染症を予防する方法の一つに予防接種があります。これは、細菌やウイルスによって起こる病気に対し、人工的
に免疫（抵抗力）をつくり、発病を予防する最も効果的な方法です。
　一般に、健康な人が予防接種を受ければ、ほとんどの人が免疫を獲得でき、通常その病気にかかりませんが、受ける
人の体質、そのときの体調などによって免疫がつかないこともあります。また、ある程度の副作用（副反応）がでるこ
とがあります。
　病気の特徴や予防接種の効果、副反応などについて十分知っていただいたうえで、保護者の方の意思に基づいて実
施しますので、予防接種手帳の内容をよく読んで、お子さんの健康状態のよいときに接種を受けられるようこころが
けてください。
（堺市では、予防接種手帳を母子健康手帳の交付時にお渡しします。）

乳幼児期に受ける予防接種

１歳未満の間に１回接種します。

　里帰り出産等により市外の医療機関等で接種を希望する場合は、事前に管轄の保健センターへご連絡
ください。

B C G

こんなときは事前にご連絡を

法律で接種が定められている年齢（月齢）

３回接種

6週～24週

6週～32週

標準的な接種年齢（月齢）

１期

追加接種

▼予防接種の対象年齢と接種計画

       

初回接種（３回） 追加接種
　※標準的には追加接種は初回終了後７～１３か月後　※標準的には追加接種は初回終了後７～１３か月後　※標準的には追加接種は初回終了後７～１３か月後

初回接種（３回）

初回接種
（２回） 追加接種

小学校入学までに基礎免疫を完了しましょう。 （３歳）（４歳）

（小学校就学前1年間)

小学校入学までに基礎免疫を完了しましょう。 （３歳）（４歳）

追加接種初回接種（３回）

２期
（小学校就学前1年間)

Ｂ Ｃ Ｇ

Ｂ 型 肝 炎

ロ        タ

ヒ        ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

麻しん・風しん

水 痘

日 本 脳 炎

・ジフテリア
・百日せき
・破傷風
・ポリオ ）

合
混
種
四
（

（２歳）（１歳）
６か月３か月 18か月15か月12か月９か月 24か月２か月 ７か月 ８か月 90か月60か月48か月36か月

（３歳） （４歳） （７歳半）（５歳）

１回目 ２回目

（注）接種するワクチンによって、接種時期及び接種回数が異なります。
詳しくは８ページをご参照ください。

　1歳未満の間に3回の接種を行います。1回目の接種から27日以上の間隔をおいて、2回目を接種し、さらに１回目
の接種から139日以上の間隔をおいて、3回目を接種します。

B型肝炎

１年を通じ市内の実施協力医療機関で行っています。
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乳児一般健康診査（後期）
　生後9～11か月児を対象に、乳児一般健康診査（後期）
を大阪府内の医療機関で実施しています。
　受診される際は､４か月児健康診査時にお渡しする
「乳児後期健康診査受診票」に必要事項を記入し､協力
医療機関の窓口に提出してください。
　健診結果＊に応じて、保健センターから保護者の方
に連絡させていただくことがあります。
問合せ 

▲

 各区保健センター

＊

乳児一般健康診査（前期）
　生後１～３か月児を対象に、乳児一般健康診査（前
期）を大阪府内の医療機関で実施しています。
この健康診査に要する費用は堺市が負担します。
　受診される際は､母子健康手帳別冊に添付していま
す「乳児一般健康診査受診票」に必要事項を記入し､協
力医療機関の窓口に健診前に提出してください。
　健診結果＊に応じて、保健センターから保護者の方
に連絡させていただくことがあります。
問合せ 

▲

 各区保健センター

健康診査と各種教室
子どもの健やかな成長のため
乳幼児健診を受けましょう

新生児聴覚検査
新生児を対象に、聴覚検査を大阪府内の医療機関等

で実施しています。
この検査に要する費用の一部を堺市が負担します。
受検される際は、母子健康手帳別冊に添付しています
「新生児聴覚検査受検票」に必要事項を記入し、協力医
療機関等の窓口に検査前に提出してください。検査結
果　に応じて、保健センターから保護者の方に連絡させ
ていただくことがあります。

 問合せ 

▲

各区保健センター 

大阪府以外で乳児一般健康診査・新生児聴覚
検査を受診（検）した方などへの費用助成
大阪府以外（日本国内に限る）で乳児一般健康診査・新

生児聴覚検査を受診（検）した方や受診（検）票紛失等の
理由により本市発行の受診（検）票を使用せずに大阪府内
の医療機関を受診（検）した方などを対象に、公費負担額
を限度として乳児一般健康診査・新生児聴覚検査に要した
費用の一部を助成します。

4か月児健康診査

問合せ 

▲

 各区保健センター

　おおむね生後4か月児を対象に、健康状態や発達を
確認し、育児等の相談にも応じています。
　各保健センターからご自宅に健康診査のお知らせが
郵送されます。指定日時にご都合がつかない場合は日程
の変更ができますので、健康診査を必ず受けましょう。

１歳６か月児健康診査

問合せ 

▲

 各区保健センター

　１歳６か月頃は､心身の発育・発達状態が子どもの
言動に表れてくる頃で､心身の発育・発達状況を把握し、
必要な場合は､早期に対応していくことが大切です。
　｢ことば｣や｢こころ｣の発達が心配なときは、心理職
による相談も行っています（別日開催）。
　また１歳６か月児健康診査時に、むし歯予測検査を
行います。これは、口の中にいるむし歯菌が、むし歯を
たくさんつくるか、そうでないかを調べる検査です。各
保健センターからご自宅に健診のお知らせが郵送され
ます。指定日時にご都合がつかない場合は変更できま
すので、健康診査を必ず受けましょう。

離乳食講習会
　保健センターでは、これから離乳食を始める方を
対象に、離乳食の進め方などについて学びます。離乳
食の調理実演などもあわせて実施しています。

予約制 ・ 無料

問合せ 

▲

 各区保健センター

　9か月児前後の赤ちゃんの保護者を対象に、離乳食
の進め方などについて学びます。

カミカミ・パクパク離乳食 予約制 ・ 無料

問合せ 

▲

 各区保健センター

子どもの歯相談室 予約制 ・ 無料

　各保健センターで歯科検診・相談や歯みがき指導
などを実施しています。また希望者にはフッ素塗布
を実施しています。お一人一回限り、1歳6か月以上4
歳未満の方が対象です。

　健康診査の受診日程・場所を変更したい時や、受
診案内が届かない時、里帰り出産等で他市で受診さ
れる方は､管轄の保健センターへご連絡ください。

こんなときは保健センターへご連絡を

３歳児健康診査（３歳６か月児）

問合せ 

▲

 各区保健センター

　3歳児健康診査では､心身や社会性の発育・発達につ
いて、視力・聴力の確認や尿検査等を実施します。
　各保健センターからご自宅に健診のお知らせが郵送
されます。指定日時にご都合がつかない場合は変更で
きますので、健康診査を必ず受けましょう。

＊健診(検査)結果の情報は、個人情報の保護に関する
法律に基づき、受診者の健康の維持向上のため、適
正に取扱います。

問合せ 

▲

 各区保健センター

問合せ 

▲

 各区保健センター

　感染症を予防する方法の一つに予防接種があります。これは、細菌やウイルスによって起こる病気に対し、人工的
に免疫（抵抗力）をつくり、発病を予防する最も効果的な方法です。
　一般に、健康な人が予防接種を受ければ、ほとんどの人が免疫を獲得でき、通常その病気にかかりませんが、受ける
人の体質、そのときの体調などによって免疫がつかないこともあります。また、ある程度の副作用（副反応）がでるこ
とがあります。
　病気の特徴や予防接種の効果、副反応などについて十分知っていただいたうえで、保護者の方の意思に基づいて実
施しますので、予防接種手帳の内容をよく読んで、お子さんの健康状態のよいときに接種を受けられるようこころが
けてください。
（堺市では、予防接種手帳を母子健康手帳の交付時にお渡しします。）

乳幼児期に受ける予防接種

１歳未満の間に１回接種します。

　里帰り出産等により市外の医療機関等で接種を希望する場合は、事前に管轄の保健センターへご連絡
ください。

B C G

こんなときは事前にご連絡を

法律で接種が定められている年齢（月齢）

３回接種

6週～24週

6週～32週

標準的な接種年齢（月齢）

１期

追加接種

▼予防接種の対象年齢と接種計画

       

初回接種（３回） 追加接種
　※標準的には追加接種は初回終了後７～１３か月後　※標準的には追加接種は初回終了後７～１３か月後　※標準的には追加接種は初回終了後７～１３か月後

初回接種（３回）

初回接種
（２回） 追加接種

小学校入学までに基礎免疫を完了しましょう。 （３歳）（４歳）

（小学校就学前1年間)

小学校入学までに基礎免疫を完了しましょう。 （３歳）（４歳）

追加接種初回接種（３回）

２期
（小学校就学前1年間)

Ｂ Ｃ Ｇ

Ｂ 型 肝 炎

ロ        タ

ヒ        ブ

小 児 用
肺 炎 球 菌

麻しん・風しん

水 痘

日 本 脳 炎

・ジフテリア
・百日せき
・破傷風
・ポリオ ）

合
混
種
四
（

（２歳）（１歳）
６か月３か月 18か月15か月12か月９か月 24か月２か月 ７か月 ８か月 90か月60か月48か月36か月

（３歳） （４歳） （７歳半）（５歳）

１回目 ２回目

（注）接種するワクチンによって、接種時期及び接種回数が異なります。
詳しくは８ページをご参照ください。

　1歳未満の間に3回の接種を行います。1回目の接種から27日以上の間隔をおいて、2回目を接種し、さらに１回目
の接種から139日以上の間隔をおいて、3回目を接種します。

B型肝炎

１年を通じ市内の実施協力医療機関で行っています。
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　生後6か月から90か月（7歳6か月）未満の間に初回接種2回を、6日以上の間隔をおいて
行います。その後6か月以上の間隔をおいて追加接種を1回行います。（合計3回）
　標準的には、3歳のときに1期初回接種2回を6日から28日の間隔をおいて行います。そ

の後、おおむね1年後に追加接種を1回行います。

日本脳炎　１期

ヒ　ブ 接種開始時期 接種スケジュール接種回数

4回

3回

1回

１回目の接種が
生後２か月から７か月未満

１回目の接種が
生後7か月から1歳未満

１回目の接種が
1歳以上5歳未満

初回接種として、1歳までの間に3回接種（標準的には27～56日
までの間隔で）を行います。初回接種終了後、7か月以上の間隔
をおいて、追加接種を1回行います。（2回目以降の接種が１歳を
超えた場合は、追加接種のみ行います）
初回接種として、1歳までの間に2回接種（標準的には27～56日
までの間隔で）を行います。初回接種終了後、7か月以上の間隔
をおいて、追加接種を1回行います。（2回目以降の接種が１歳を
超えた場合は、追加接種のみ行います）

　接種を開始する時期によ
って接種回数が異なります。

1回のみ接種します。

小児用肺炎球菌 接種開始時期 接種スケジュール接種回数

4回

3回

2回

１回目の接種が
生後２か月から７か月未満

１回目の接種が
生後7か月から1歳未満

１回目の接種が
1歳以上2歳未満

初回接種として、2歳までの間に3回接種（標準的には27日以上
の間隔で）を行います。初回接種終了後、60日以上の間隔をおい
て、1歳以降に追加接種を1回行います。（2回目の接種が１歳を
超えた場合、または2歳までに2回目及び3回目の接種が済んで
いない場合は、追加接種のみ行います）
初回接種として、2歳までの間に2回接種（標準的には27日以上
の間隔で）を行います。初回接種終了後、60日以上の間隔をおい
て、1歳以降に追加接種を1回行います。（2歳までに2回目の接
種が済んでいない場合は、追加接種のみ行います）

　接種を開始する時期によ
って接種回数が異なります。

60日以上の間隔をおいて２回接種を行います。

1回１回目の接種が
2歳以上5歳未満 1回のみ接種します。

　1歳から3歳未満の間に2回の接種を行います。1回目の接種から3か月以上の間隔をおいて（標準的には6～12か月
後）2回目の接種を行います。

水痘（みずぼうそう）

ロ　タ ワクチン名 ロタテックロタリックス

出生６週０日後から
２４週０日後

出生６週０日後から
３２週０日後

２７日以上の間隔で
２回経口接種

２７日以上の間隔で
3回経口接種

接種時期

接種回数

※初回接種は、出生14週6日後までに受けることをお勧めします。

　接種するワクチンによって､
接種時期及び接種回数が異な
ります。

　生後2か月から90か月(７歳６か月)未満の間に､初回接種３回(標準的にはそれぞれ２０～５６日までの間隔
を空けます)､その後６か月以上の間隔を空けて(標準的には１年～１年半後に)追加接種を１回行います。

ジフテリア･百日せき･破傷風･ポリオ(急性灰白髄炎)　１期

１歳になったら、１期の接種を受けることができます。２歳になる
までのできるだけ早い時期に受けましょう。
２期は５歳から７歳未満で、小学校就学１年前の４月１日から翌年

就学前日の３月31日までの間に受けましょう。
　麻しん・風しん混合ワクチンの接種が基本となりますが、いずれか
の病気にかかったなどで特に単独ワクチンを希望される場合は､ 単
独ワクチンの接種が可能です。

麻しん（はしか）・風しん　１期・２期 　麻しん（はしか）は､麻しんウイルスに感染してお
こる病気です。インフルエンザなどよりも感染力が
強く､高熱が1週間ほど続きます。重症化すると、肺
炎や脳炎になることもあります。
　麻しんを予防するためには､予防接種を受けるこ
とが最も有効です。
　1歳になったら､２歳になるまでのできるだけ早
い時期に麻しん･風しん混合ワクチン接種を受けま
しょう。
　風しん（三日はしか）も予防接種で予防すること
ができます。

自立支援医療（育成医療）費の支給

問合せ 

▲

 各区子育て支援課

　治療により身体上の障害が軽くなり、日常生活が容易にできるよう
に医療が必要な18歳未満の児童が、指定医療機関で医療（育成医療）を
受ける場合、その医療費を公費で負担する制度です。（ただし、世帯の
収入に応じて自己負担があります。）

小児慢性特定疾病に対する医療費の負担軽減

問合せ 

▲

 各区保健センター ・ 保健医療課

　市内に居住する特定の疾病にかかっている18歳未満の児童の保護者が、申請することにより、医療費の助成を受
けることができます。助成の期間は１年以内で、必要に応じて延長の申請をすることができます。
（ただし、世帯の収入に応じて自己負担があります。）

結核児童療育医療の給付

問合せ 

▲

 子ども育成課

　結核にかかっている18歳未満の児童が、指定医療機関で入院して治療を受けながら学習できるよう、その医療費
などを公費で負担する制度です。　（ただし、世帯の収入に応じて自己負担があります。）

病気や障害の場合の申請と支援

身体障害者手帳について

問合せ 

▲

 各区地域福祉課

　右の（1）から（5）に掲げる障害があり、その障害の程度が
１級から６級までに該当する方に交付されます。
　この手帳を持っている方は、その障害の種類・程度に
よって、各種の福祉サービスを受けることができます。

　（1） 視覚障害
　（2） 聴覚または平衡機能の障害
　（3) 音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害
　（4） 肢体不自由
　（5） 内臓の機能障害

（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこうまたは直腸、小腸、
 ヒト免疫不全ウイルスによる免疫、肝臓機能障害）

検索赤ちゃんが泣きやまない　厚生労働省

療育手帳について

問合せ 

▲

 各区地域福祉課

　知的障害児（者）と保護者に対して療育の指導や知識の普及を行う
とともに、各種の福祉サービスを受けやすくすることを目的として、
知的障害児（者）に対して交付されます。

SIDS（乳幼児突然死症候群）とは
　何の予兆もなく、既往歴がない赤ちゃんが死に至る原因のわからな
い病気で乳児期の死亡原因の上位です。
　生後2か月から6か月に多く、まれに1歳以上でも発症することがあり
ます。

①うつぶせ寝は避ける
できる範囲で赤ちゃんの顔が見える仰向けに寝かしましょう。
なるべく赤ちゃんを一人にしないようにしましょう。
②たばこをやめる
妊婦自身が禁煙することはもちろん、妊婦や乳児のそばでの喫煙も
避けるようにしましょう。
③できるだけ母乳で育てる
人工乳がSIDSを引き起こすわけではありませんが、できるだけ母乳
で育てるようにしましょう。

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで
　赤ちゃんは激しく揺さぶられると、首の筋肉が
未発達なために脳が衝撃を受けやすく、脳の損傷
による重大な障害を負うことや、場合によっては
命を落とすことがあります（乳幼児揺さぶられ症
候群）。 赤ちゃんが泣きやまず、イライラしてしま
うことは誰にでも起こり得ますが、赤ちゃんを決
して揺さぶらないでください。乳幼児を激しく「高
い高い」をしたり、強く揺するようにしてあやす事
は止めましょう。赤ちゃんが泣きやまない時の対
処方法などについて、厚生労働省のホームページ
で映像をみることができます。

SIDSから赤ちゃんを守る３つのポイント
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　生後6か月から90か月（7歳6か月）未満の間に初回接種2回を、6日以上の間隔をおいて
行います。その後6か月以上の間隔をおいて追加接種を1回行います。（合計3回）
　標準的には、3歳のときに1期初回接種2回を6日から28日の間隔をおいて行います。そ

の後、おおむね1年後に追加接種を1回行います。

日本脳炎　１期

ヒ　ブ 接種開始時期 接種スケジュール接種回数

4回

3回

1回

１回目の接種が
生後２か月から７か月未満

１回目の接種が
生後7か月から1歳未満

１回目の接種が
1歳以上5歳未満

初回接種として、1歳までの間に3回接種（標準的には27～56日
までの間隔で）を行います。初回接種終了後、7か月以上の間隔
をおいて、追加接種を1回行います。（2回目以降の接種が１歳を
超えた場合は、追加接種のみ行います）
初回接種として、1歳までの間に2回接種（標準的には27～56日
までの間隔で）を行います。初回接種終了後、7か月以上の間隔
をおいて、追加接種を1回行います。（2回目以降の接種が１歳を
超えた場合は、追加接種のみ行います）

　接種を開始する時期によ
って接種回数が異なります。

1回のみ接種します。

小児用肺炎球菌 接種開始時期 接種スケジュール接種回数

4回

3回

2回

１回目の接種が
生後２か月から７か月未満

１回目の接種が
生後7か月から1歳未満

１回目の接種が
1歳以上2歳未満

初回接種として、2歳までの間に3回接種（標準的には27日以上
の間隔で）を行います。初回接種終了後、60日以上の間隔をおい
て、1歳以降に追加接種を1回行います。（2回目の接種が１歳を
超えた場合、または2歳までに2回目及び3回目の接種が済んで
いない場合は、追加接種のみ行います）
初回接種として、2歳までの間に2回接種（標準的には27日以上
の間隔で）を行います。初回接種終了後、60日以上の間隔をおい
て、1歳以降に追加接種を1回行います。（2歳までに2回目の接
種が済んでいない場合は、追加接種のみ行います）

　接種を開始する時期によ
って接種回数が異なります。

60日以上の間隔をおいて２回接種を行います。

1回１回目の接種が
2歳以上5歳未満 1回のみ接種します。

　1歳から3歳未満の間に2回の接種を行います。1回目の接種から3か月以上の間隔をおいて（標準的には6～12か月
後）2回目の接種を行います。

水痘（みずぼうそう）

ロ　タ ワクチン名 ロタテックロタリックス

出生６週０日後から
２４週０日後

出生６週０日後から
３２週０日後

２７日以上の間隔で
２回経口接種

２７日以上の間隔で
3回経口接種

接種時期

接種回数

※初回接種は、出生14週6日後までに受けることをお勧めします。

　接種するワクチンによって､
接種時期及び接種回数が異な
ります。

　生後2か月から90か月(７歳６か月)未満の間に､初回接種３回(標準的にはそれぞれ２０～５６日までの間隔
を空けます)､その後６か月以上の間隔を空けて(標準的には１年～１年半後に)追加接種を１回行います。

ジフテリア･百日せき･破傷風･ポリオ(急性灰白髄炎)　１期

１歳になったら、１期の接種を受けることができます。２歳になる
までのできるだけ早い時期に受けましょう。
２期は５歳から７歳未満で、小学校就学１年前の４月１日から翌年

就学前日の３月31日までの間に受けましょう。
　麻しん・風しん混合ワクチンの接種が基本となりますが、いずれか
の病気にかかったなどで特に単独ワクチンを希望される場合は､ 単
独ワクチンの接種が可能です。

麻しん（はしか）・風しん　１期・２期 　麻しん（はしか）は､麻しんウイルスに感染してお
こる病気です。インフルエンザなどよりも感染力が
強く､高熱が1週間ほど続きます。重症化すると、肺
炎や脳炎になることもあります。
　麻しんを予防するためには､予防接種を受けるこ
とが最も有効です。
　1歳になったら､２歳になるまでのできるだけ早
い時期に麻しん･風しん混合ワクチン接種を受けま
しょう。
　風しん（三日はしか）も予防接種で予防すること
ができます。

自立支援医療（育成医療）費の支給

問合せ 

▲

 各区子育て支援課

　治療により身体上の障害が軽くなり、日常生活が容易にできるよう
に医療が必要な18歳未満の児童が、指定医療機関で医療（育成医療）を
受ける場合、その医療費を公費で負担する制度です。（ただし、世帯の
収入に応じて自己負担があります。）

小児慢性特定疾病に対する医療費の負担軽減

問合せ 

▲

 各区保健センター ・ 保健医療課

　市内に居住する特定の疾病にかかっている18歳未満の児童の保護者が、申請することにより、医療費の助成を受
けることができます。助成の期間は１年以内で、必要に応じて延長の申請をすることができます。
（ただし、世帯の収入に応じて自己負担があります。）

結核児童療育医療の給付

問合せ 

▲

 子ども育成課

　結核にかかっている18歳未満の児童が、指定医療機関で入院して治療を受けながら学習できるよう、その医療費
などを公費で負担する制度です。　（ただし、世帯の収入に応じて自己負担があります。）

病気や障害の場合の申請と支援

身体障害者手帳について

問合せ 

▲

 各区地域福祉課

　右の（1）から（5）に掲げる障害があり、その障害の程度が
１級から６級までに該当する方に交付されます。
　この手帳を持っている方は、その障害の種類・程度に
よって、各種の福祉サービスを受けることができます。

　（1） 視覚障害
　（2） 聴覚または平衡機能の障害
　（3) 音声機能、言語機能またはそしゃく機能の障害
　（4） 肢体不自由
　（5） 内臓の機能障害

（心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこうまたは直腸、小腸、
 ヒト免疫不全ウイルスによる免疫、肝臓機能障害）

検索赤ちゃんが泣きやまない　厚生労働省

療育手帳について

問合せ 

▲

 各区地域福祉課

　知的障害児（者）と保護者に対して療育の指導や知識の普及を行う
とともに、各種の福祉サービスを受けやすくすることを目的として、
知的障害児（者）に対して交付されます。

SIDS（乳幼児突然死症候群）とは
　何の予兆もなく、既往歴がない赤ちゃんが死に至る原因のわからな
い病気で乳児期の死亡原因の上位です。
　生後2か月から6か月に多く、まれに1歳以上でも発症することがあり
ます。

①うつぶせ寝は避ける
できる範囲で赤ちゃんの顔が見える仰向けに寝かしましょう。
なるべく赤ちゃんを一人にしないようにしましょう。
②たばこをやめる
妊婦自身が禁煙することはもちろん、妊婦や乳児のそばでの喫煙も
避けるようにしましょう。
③できるだけ母乳で育てる
人工乳がSIDSを引き起こすわけではありませんが、できるだけ母乳
で育てるようにしましょう。

赤ちゃんを激しく揺さぶらないで
　赤ちゃんは激しく揺さぶられると、首の筋肉が
未発達なために脳が衝撃を受けやすく、脳の損傷
による重大な障害を負うことや、場合によっては
命を落とすことがあります（乳幼児揺さぶられ症
候群）。 赤ちゃんが泣きやまず、イライラしてしま
うことは誰にでも起こり得ますが、赤ちゃんを決
して揺さぶらないでください。乳幼児を激しく「高
い高い」をしたり、強く揺するようにしてあやす事
は止めましょう。赤ちゃんが泣きやまない時の対
処方法などについて、厚生労働省のホームページ
で映像をみることができます。

SIDSから赤ちゃんを守る３つのポイント
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